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ヨナ書
ヨナ

1主*の言葉が、アミタイの子ヨナに臨んだ。
2「立て。あの大きな町ニネベへ行き、これ

に向かって叫べ。彼らの悪が私の前にまで上っ
て来たからだ。」

3しかしヨナは、主の前から逃れてタルシシュ
へ行こうと立ち上がった。彼はヨッパへ下り、タル
シシュ行きの船を見つけた。船賃を払っ
て乗り込み、彼らとともにタルシシュへ行き、
主の前から逃れようとした。

4しかし主は、海の上に大風を送り出された。
海には激しい嵐が起こり、船は今にも砕けそうにな
った。

5船乗りたちは恐れ、それぞれ自
分の神に叫び求めた。そして船を軽くするため、
積み荷を海に投げ捨てた。ところがヨナは船の奥
深くへ下り、横になってぐっすり眠っていた。

6船長が彼のところへ来て言った。「眠ってい
る場合か。起きて、あなたの神†を呼び求めよ。も
しかすると、あなたの神‡が私たちを心に留め、
私たちは滅びずに済むかもしれない。」

7彼らは互いに言った。「さあ、くじを引い
て、この災いがだれのせいで私たちに降りかかった
のかを知ろう。」彼らがくじを引くと、くじはヨナ
に当たった。
* 1:1 1:1すべて大文字の「主」または「神」は、ヘブル語のיהוה（ヤハウェ）に由来する。ただし、短い形のיה（ヤハ）に由来すると記されている場合を除く。
† 1:6 1:6または「神々」 ‡ 1:6 1:6または「神々」
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8そこで彼らはヨナに言った。「どうか話してく
れ。この災いが私たちに降りかかったのは、だれの
せいなのか。あなたの仕事は何か。どこから来たの
か。国はどこか。どの民の者か。」

9ヨナは彼らに言った。「私はヘブル人です。
海と乾いた地を造られた、天の神である主§を畏れ
ています。」

10すると男たちは非常に恐れ、彼に言った。「あ
なたは何ということをしたのか。」ヨナが主の前か
ら逃れていることを、彼自身から聞いていたのであ
る。

11彼らはヨナに言った。「海が私たちのため
に静まるには、あなたをどうすればよいのか。」
海はますます荒れていた。

12ヨナは彼らに言った。「私を抱え上げて、
海に投げ込んでください。そうすれば、海はあなた
がたのために静まります。この大嵐があなたがた
を襲ったのは、私のせいだと分かっています。」

13それでも男たちは、船を陸へ戻そうと懸命にこ
いだ。しかし、できなかった。海は彼らに逆らっ
て、ますます荒れたからである。

14そこで彼らは主に叫び求めて言った。「ああ、
主よ。どうかこの男の命のゆえに、私たちを死なせ
ないでください。罪のない血の責任を私たちに負わ
せないでください。主よ、あなたは御心のまま
に行われたのです。」

15それから彼らはヨナを抱え上げ、海に投げ込ん
だ。すると海は荒れ狂うのをやめた。

16男たちは主を大いに畏れ、主にいけにえをささ
げ、誓願を立てた。
§ 1:9 1:9「神」と訳されたヘブル語は「אֱלהִֹים」（エロヒム）である。
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17主はヨナをのみ込むため、一匹の巨
大な魚を備えられた。ヨナは三日三
晩、魚の腹の中にいた。

2
1それからヨナは、魚の腹の中から、自分の神で

ある主に祈った。
2彼は言った。
「苦しみの中から主に叫び求めると、

主は私に答えてくださった。
よみ*の腹から助けを求めて叫ぶと、

あなたは私の声を聞いてくださった。
3あなたは私を深みへ、

海のただ中へ投げ込まれた。
大水が私を取り囲み、

あなたのすべての波と大波が、私の上を越え
て行った。

4私は言った。『私はあなたの目の前から追い払わ
れた。

それでも、もう一度あなたの聖な
る宮を仰ぎ見よう。』

5水は私を取り囲み、
命にまで迫った。

深い淵が私を包み、
海藻が私の頭に絡みついた。

6私は山々の根元まで下った。
地はそのかんぬきを下ろし、永
遠に私を閉じ込めた。

しかし、私の神、主よ、あなたは私の命を穴か
ら引き上げてくださった。

7命が尽きようとした時、私は主を思い出した。
* 2:2 2:2よみ（シェオル）は死者のいる場所である。
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私の祈りはあなたのもとへ、あなたの聖な
る宮へ届いた。

8空しい偶像に心を留める者たちは、自ら
に差し伸べられた慈しみを捨てる。

9しかし私は感謝の声をもって、あなたにいけ
にえをささげる。

誓ったことを果たす。
救いは主のものだ。」

10すると主は魚に命じられた。魚はヨナを乾い
た地に吐き出した。

3
1主の言葉が二度目にヨナに臨んだ。
2「立て。あの大きな町ニネベへ行き、私があな

たに告げる言葉をそこで叫べ。」
3そこでヨナは立ち、主の言葉に従ってニネベ

へ行った。ニネベは非常に大きな町で、歩いて横
切るのに三日かかるほどであった。

4ヨナは町に入り、一日分の道のりを進んで叫ん
だ。「あと四十日で、ニネベは滅ぼされる！」

5ニネベの人々は神を信じた。彼らは断食を布
告し、身分の高い者から低い者まで粗布をまとっ
た。

6この知らせがニネベの王に届くと、王は王座か
ら立ち上がり、王衣を脱ぎ、粗布をまとっ
て灰の中に座った。

7王は貴族たちとともに、ニネベ中に布告を出し
た。「王とその貴族たちの命令である。人も家
畜も、牛の群れも羊の群れも、何一つ口にしてはな
らない。草を食べさせても、水を飲ませてもならな
い。

8人も家畜も粗布をまとい、
力の限り神に叫び求めよ。それぞ
れ悪い道を離れ、その手で行う暴虐を捨てよ。
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9もしかすると神は思い直し、燃える怒り
を収め、われわれは滅びずに済むかもしれない。」

10神は彼らの行い、すなわち彼らが悪い道か
ら立ち返ったことをご覧になった。そこで神は彼ら
に災いを下すと告げていたが、それを思い直し、
行われなかった。

4
1しかしヨナは、このことを甚だしく不
快に思い、怒った。

2彼は主に祈って言った。「ああ、主よ。私がま
だ自分の国にいた時、こう言ったではありません
か。だから私は急いでタルシシュへ逃れようとした
のです。あなたが恵み深く、あわれみに満ち、怒る
のに遅く、慈しみに富み、災いを下すこと
を思い直される神であると知っていたからです。

3ですから今、主よ、どうか私の命を取ってくだ
さい。私には、生きるより死ぬほうがましです。」

4主は言われた。「あなたが怒るのは正しいこと
か。」

5それからヨナは町を出て、町の東側に座った。
彼はそこに自分のために仮小屋を造り、町がどうな
るかを見るまで、その陰に座っていた。

6主なる神は一本のつる草を備え、ヨナ
の上に伸びさせた。それが彼の頭を覆う陰となり、
彼の苦しみを和らげるためであった。ヨナはそのつ
る草を非常に喜んだ。

7しかし翌日の夜明けに、神は一匹の虫を備えら
れた。虫がつる草をかじったので、それは枯れた。

8太陽が昇ると、神は焼けつくような東風を備え
られた。太陽がヨナの頭を照りつけたので、
彼は気を失いそうになり、死ぬことを願って言っ
た。「私には、生きるより死ぬほうがましだ。」
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9神はヨナに言われた。「つる草のことで、あな
たが怒るのは正しいことか。」
彼は言った。「死ぬほど怒るのは当然だ。」
10主は言われた。「あなたは、自分で苦労したわ

けでも、育てたわけでもないつる草を惜しんでい
る。それは一夜で生え、一夜で滅びたものだ。

11まして私は、右と左を見分けられない者が十二
万人以上おり、多くの家畜もいる、あの大きな町ニ
ネベを惜しまないでいられるだろうか。」
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